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「他人を救ったが自分は救えない。」 マルコ 15 章 16～32 節 
 

復
活
祭
は
、
春
分
の
日
の
後
の
満
月
の
次
の
日
曜
日
と
な
っ
て
い
て
、
他
の
日
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
季
節
が
違
う
よ
う
で
す
。
冬
至
の
日
を
祝
う
お
祭
り
を
キ

リ
ス
ト
教
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
ロ
ー
マ
皇
帝
が
制
定
し
た
よ
う
で
す
。
実
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
と
い
う
名
前
も
、
ゲ
ル
マ
ン
の
神
話
に
あ
る
春
の
女
神
「
エ
オ
ス
ト

レ
」
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
復
活
は
英
語
でr

esurrect
ion

で
す

か
ら
、Re

surrecti
on 

Day

と
言
え
ば
良
い
の
で
す
が
、
や
は
り
お
祭
り
に
し
て
い

る
の
で
、
復
活
祭
と
い
う
と
英
語
で
はEaster

と
な
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、

最
も
大
事
な
祭
り
と
言
え
ば
、
復
活
祭
で
す
。 

 

旧
約
聖
書
の
祭
り
は
、
過
越
し
の
祭
り
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
（
七
週
の
祭
り
）
、
仮
庵

の
祭
り
で
す
。
「
あ
な
た
の
う
ち
の
男
子
は
み
な
、
年
に
三
度
、
種
な
し
パ
ン
の
祭

り
、
七
週
の
祭
り
、
仮
庵
の
祭
り
の
と
き
に
、
あ
な
た
の
神
、
主
が
選
ば
れ
る
場
所

で
御
前
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
の
前
に
は
何
も
持
た
ず
に
出
て
は
な
ら
な

い
。
」
（
申
命
記
１
６
・16

）
。
祭
り
に
出
る
の
は
義
務
で
、
献
げ
物
を
持
っ
て
く
る
の

で
し
た
。 

 

祭
り
を
守
ら
な
い
と
、
民
族
と
し
て
神
が
選
び
守
っ
て
き
た
確
認
を
子
供
た
ち
に

教
え
ら
れ
ず
、
結
び
つ
き
や
信
仰
が
削
が
れ
る
の
で
、
神
は
祭
り
の
厳
守
を
命
じ
た

の
で
す
。
「
も
し
、
エ
ジ
プ
ト
の
氏
族
が
上
っ
て
来
な
い
な
ら
、
雨
は
彼
ら
の
上
に
降

ら
ず
、
疫
病
が
彼
ら
に
下
る
。
こ
れ
は
、
仮
庵
の
祭
り
を
祝
い
に
上
っ
て
来
な
い
諸

国
の
民
を
主
が
打
つ
疫
病
で
あ
る
。
」
（
ゼ
カ
リ
ヤ
１
４
・18

）
。
礼
拝
を
守
ら
ず
、
用

が
あ
る
と
個
人
的
な
こ
と
を
優
先
し
て
過
ご
す
と
、
神
の
祝
福
は
注
が
れ
な
く
な
り

ま
す
。
要
す
る
に
、
神
の
国
を
第
一
に
し
な
い
人
を
神
は
祝
福
し
な
い
の
で
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
神
の
守
り
と
祝
福
が
注
が
れ
な
い
人
に
は
、
サ
タ
ン
や
苦
難
や
病

気
が
襲
っ
て
く
る
の
で
す
。
し
か
し
、
信
仰
の
タ
ガ
を
外
れ
た
人
に
は
、
そ
れ
が
わ

か
ら
ず
に
、
次
第
に
破
滅
し
て
い
く
の
で
す
。
終
末
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
災
害
や

疫
病
、
戦
争
だ
け
で
な
く
、
信
仰
者
が
惑
わ
さ
れ
る
時
代
な
の
で
す
。 

 

イ
エ
ス
様
は
、
前
も
っ
て
言
わ
れ
て
い
た
通
り
に
十
字
架
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
兵
士
た
ち
は
、
イ
エ
ス
様
に
茨
の
冠
を
編
ん
で
頭
に
押
し
付
け
て
か

ぶ
ら
せ
ま
し
た
。
葦
の
棒
で
イ
エ
ス
様
の
頭
を
叩
き
、
唾
を
か
け
ま
す
。
十
字
架
の

重
さ
は
１
０
０
キ
ロ
あ
り
、
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
刑
場
ま
で
１
．
６
キ
ロ
担
が
さ
れ
ま
す
。

イ
エ
ス
様
は
不
眠
で
あ
り
鞭
打
た
れ
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て
、
わ
た

し
に
従
っ
て
来
な
さ
い
。」
（
マ
タ
イ
１
６
・24

）
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。 

     

 

「
自
分
の
い
の
ち
を
救
お
う
と
思
う
者
は
そ
れ
を
失
い
」
（
同

25

）
と
あ
る
よ
う

に
、
神
の
国
に
入
る
た
め
に
は
限
り
な
く
私
た
ち
が
吟
味
さ
れ
る
の
で
す
。 

 

「
ク
レ
ネ
人
シ
モ
ン
と
い
う
人
に
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
を
無
理
や
り
背
負
わ
せ

た
。
」
（21

）
と
い
う
人
も
お
り
ま
す
。
意
図
せ
ず
、
強
引
に
他
の
人
に
よ
っ
て
、
信

仰
の
道
に
入
ら
さ
れ
、
「
イ
エ
ス
の
十
字
架
を
無
理
や
り
背
負
わ
さ
れ
」
る
人
は
、
パ

ウ
ロ
の
よ
う
な
人
で
す
。
ク
レ
ネ
と
は
、
北
ア
フ
リ
カ
の
地
中
海
に
面
し
た
都
市

で
、
「
ニ
ゲ
ル
と
呼
ば
れ
る
シ
メ
オ
ン
」
（
使
徒
１
３
・1

）
（
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
教

会
の
中
心
人
物
）
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
は
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
と
ル
フ
ォ
ス
の

父
」
（21

）
で
、
「
主
に
あ
っ
て
選
ば
れ
た
人
ル
フ
ォ
ス
」
（
ロ
ー
マ
１
６
・13

）
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

イ
エ
ス
様
は
、
最
後
の
晩
餐
の
時
、
「
神
の
国
で
新
し
く
飲
む
そ
の
日
ま
で
、
わ
た

し
が
ぶ
ど
う
の
実
か
ら
で
き
た
物
を
飲
む
こ
と
は
、
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
」
（
マ
ル

コ
１
４
・25

）
と
言
わ
れ
、
「
没
薬
を
混
ぜ
た
ぶ
ど
う
酒
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
イ

エ
ス
は
お
受
け
に
な
ら
な
か
っ
た
。
」
（2

3

）
と
鎮
痛
作
用
の
あ
る
没
薬
入
り
の
ぶ
ど

う
酒
を
飲
み
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

十
字
架
刑
の
釘
は
、
手
首
の
骨
の
間
、
足
首
か
、
か
か
と
の
骨
に
打
ち
付
け
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
身
体
の
重
み
で
肉
が
裂
け
、
呼
吸
困
難
に
な
り
死
ぬ
ま
で
に
は
４
８

時
間
掛
か
る
こ
と
も
あ
る
残
虐
な
刑
で
す
。
こ
の
状
態
で
３
時
間
（3

3

）
掛
か
り
、

「
我
が
神
、
我
が
神
、
ど
う
し
て
わ
た
し
を
お
見
捨
て
に
な
っ
た
の
で
す
か
」
（34

）

と
叫
ん
で
死
に
ま
し
た
。 

 

人
々
は
、
「
自
分
を
救
っ
て
み
ろ
。
」
（30

）
、
「
他
人
は
救
っ
た
が
、
自
分
は
救
え
な

い
。
」
（31

）
と
嘲
笑
い
ま
し
た
。
イ
エ
ス
様
が
奇
跡
や
癒
し
を
さ
れ
て
い
た
時
は
、

イ
エ
ス
様
に
す
が
り
ま
し
た
が
、
イ
エ
ス
様
が
試
練
に
あ
わ
れ
、
十
字
架
に
か
け
ら

れ
る
と
嘲
笑
う
の
で
す
。
人
間
の
罪
性
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
に
自
分
勝
手
な
も

の
で
す
。 

 
イ
エ
ス
様
は
、
十
字
架
に
掛
か
ら
な
い
こ
と
も
で
き
た
し
、
天
の
軍
勢
を
助
け
に

呼
ぶ
こ
と
も
で
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
す
れ
ば
、
人
の
身
代
わ
り
に
罰
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
り
、
人
を
救
え
な
く
な
る
の
で
す
。
救
い
と
い
う
も
の
は
、
自
分
の
罪

を
悔
い
て
イ
エ
ス
様
を
救
い
主
と
信
じ
れ
ば
救
わ
れ
る
と
い
う
ほ
ど
、
安
易
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
、
だ
か
ら
こ
そ
十
字
架
の
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
ま

す
。
聖
書
の
教
え
を
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
、
救
い
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

救
う
の
は
、
神
の
側
に
選
択
権
が
あ
る
の
で
す
。 

                



 
 
 
 
 
 
 
 
 

マル 15:16 兵士たちは、イエスを中庭に、すなわち、総督官邸の中に連れて行き、全部隊を呼び集め

た。 

15:17 そして、イエスに紫の衣を着せ、茨の冠を編んでかぶらせ、 

15:18 それから、「ユダヤ人の王様、万歳」と叫んで敬礼し始めた。 

15:19 また、葦の棒でイエスの頭をたたき、唾をかけ、ひざまずいて拝んだ。 

15:20 彼らはイエスをからかってから、紫の衣を脱がせて、元の衣を着せた。それから、イエスを十字

架につけるために連れ出した。 

15:21 兵士たちは、通りかかったクレネ人シモンという人に、イエスの十字架を無理やり背負わせた。

彼はアレクサンドロとルフォスの父で、田舎から来ていた。 

15:22 彼らはイエスを、ゴルゴタという所（訳すと、どくろの場所）に連れて行った。 

15:23 彼らは、没薬を混ぜたぶどう酒を与えようとしたが、イエスはお受けにならなかった。 

15:24 それから、彼らはイエスを十字架につけた。そして、くじを引いて、だれが何を取るかを決め、

イエスの衣を分けた。 

15:25 彼らがイエスを十字架につけたのは、午前九時であった。 

15:26 イエスの罪状書きには、「ユダヤ人の王」と書いてあった。 

15:27 彼らは、イエスと一緒に二人の強盗を、一人は右に、一人は左に、十字架につけた。 

15:28 【本節欠如】 

15:29 通りすがりの人たちは、頭を振りながらイエスをののしって言った。「おい、神殿を壊して三日

で建てる人よ。 

15:30 十字架から降りて来て、自分を救ってみろ。」 

15:31 同じように、祭司長たちも律法学者たちと一緒になって、代わる代わるイエスを嘲って言った。

「他人は救ったが、自分は救えない。 

15:32 キリスト、イスラエルの王に、今、十字架から降りてもらおう。それを見たら信じよう。」ま

た、一緒に十字架につけられていた者たちもイエスをののしった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



